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て、当審査会に対し再審査請求をしたも
のである。

第３　当事者等の主張の要旨
　（略）
　
理由
第１　問題点
１	　障害厚生年金の支給を受けるためには、
① 障害の原因となった傷病につき初めて
医師又は歯科医師の診療を受けた日（以
下「初診日」という。）において厚生年金
保険の被保険者であること、② 初診日の
前日において、当該初診日の属する月の
前々月までに国民年金の被保険者期間が
あり、かつ、当該被保険者期間に係る保
険料納付済期間と保険料免除期間とを合
算した期間が当該被保険者期間の３分の
２以上であるか、又は当該初診日の属す
る月の前々月までの１年間が保険料納付
済期間と保険料免除期間で満たされてい
ること（以下、この②の要件を「保険料
納付要件」という。）、③ 当該傷病による
障害の状態が厚生年金保険法施行令別表
第１に定める障害等級３級以上の程度に
該当することが必要とされている。
　なお、障害等級２級以上の障害厚生年
金が支給される者には、併せて障害基礎
年金も支給されることになっている。

２	　本件の場合、請求人が、平成○年○月
に多飲多尿・頭痛を主訴に受診した前医
からの紹介により、平成○年○月からａ
病院で脳腫瘍の治療を受け、その後平成
○年まで、脳腫瘍治療後の汎下垂体機能
低下症で定期的に同病院において診療を
受けていたことについては当事者間に争
いがないものと認められるところ、請求
人は、厚生労働大臣が前記「事実」欄第
２の２記載の理由により原処分をしたこ
とを不服とし、平成○年○月○日を本件
傷病の初診日として障害給付の支給を求
めているのであるから、本件の問題点は、
請求人が主張する同日が本件傷病の初診
日と認められるかどうかということであ
る。

第２　事実の認定及び判断　

令和６年（厚）第１７７５号

令和７年１２月２６日

主文
　後記「事実」欄第２の２記載の原処分は、
これを取り消す。

事実
第１　再審査請求の趣旨
　再審査請求人（以下「請求人」という。）
の再審査請求の趣旨は、後記第２の２記載
の原処分を取り消し、国民年金法（以下「国
年法」という。）による障害基礎年金及び厚
生年金保険法（以下「厚年法」という。）に
よる障害厚生年金（以下、これらの年金を
「障害給付」という。）の支給を求めるとい
うことである。
第２　事案の概要
１	　請求人は、初診日を平成○年○月○日
とする高次脳機能障害、うつ病（以下、
併せて「本件傷病」という。）により障害
の状態にあるとして、令和○年○月○日
（受付）、厚生労働大臣に対し、事後重症
による請求として、障害給付の裁定を請
求（以下「本件請求」という。）した。ま
た、請求人は、同日、予備的に本件傷病
の初診日を平成○年初め頃とする障害基
礎年金の裁定請求をした。
２	　厚生労働大臣は、本件請求について、
本件傷病の初診日は平成○年○月○日で
あり、請求人はその初診日において厚生
年金保険の被保険者であった者に該当し
ないとして、令和○年○月○日付けで、
請求人に対し、障害給付を支給しない旨
の処分（以下「原処分」という。）をし
た。
　なお、厚生労働大臣は、前記１の予備
的な初診日の主張に基づく請求について
は、令和○年○月○日付けで、受給権を
取得した年月を同年○月とする障害等級
２級の障害基礎年金を支給する旨の処分
をしている。
３	　請求人は､ 原処分を不服として、標記
の社会保険審査官に対する審査請求を経
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ることが認められる。そして、上記①に
よれば、治療歴は、ａ病院において、平
成○年○月から脳腫瘍の摘出術、放射線
療法、化学療法を受け、転帰は軽快とさ
れ、ｈ病院ｊ科において、平成○年○月
から汎下垂体機能低下症でホルモン補充
療法を受け、転帰は軽快とされており、
ｅ病院において、平成○年○月から抑う
つ不安状態で薬物療法を受け、転帰は不
変とされ、同年○月からｋ病院で抑うつ
状態に対して、同年○月からはｌ病院で
適応障害（うつ状態）に対して、それぞ
れ薬物療法を受け、転帰は不変とされて
いるのであり、これからすると本件傷病
に関連する症状によって同年○月に初め
て医療機関の診療を受けたこと、その後、
ｋ病院にて同年○月から抑うつ状態、同
年○月からはｌ病院にて適応障害（うつ
状態）でそれぞれ薬物療法を受けており、
同年○月以降、抑うつ不安状態、抑うつ
状態、適応障害（うつ状態）に対する治
療が継続されていたことが認められる。
また、本件診断書現症日における障害の
状態は、その具体的な程度・症状につい
て、神経心理検査で高次脳機能障害の所
見があり「短期記憶障害を認めた」とさ
れているものの、「一日中布団の中で何も
せず過ごす日も多い。意欲の低下は顕著
で、食事も父に作ってもらった時以外ほ
とんど食べない。入浴も１週間に１度あ
るかないかという程度」とされ、本件傷
病による障害状態の主因は、「高次脳機能
障害」ではなく「うつ病」であると判断
することができる。
　上記②（ａ病院受診状況等証明書）に
は、傷病名は「脳腫瘍後汎下垂体機能低
下症」とされ、傷病の原因又は誘因は､
「鞍上部胚細胞腫瘍（術後）」とされ、初
診年月日は、「平成○年○月○日」、終診
年月日は「平成○年○月○日」、終診時の
転帰は転医とされていることが認められ、
発病から初診までの経過から、脳腫瘍に
対する治療として化学療法、放射線療法
が行われ脳に障害を受け汎下垂体機能低
下症が生じたものと推測される。そして、

１	　（略）
２	　そこで、本件についてこれをみると、
初診日認定適格資料として、①ｂ病院ｃ
科・Ａ医師作成の診断書（令和○年○月
○日現症に係る同日付けのもの。以下
「本件診断書」といい、その現症日を「本
件診断書現症日」という。）、②ａ病院ｄ
科・Ｂ医師作成の令和○年○月○日付け
受診状況等証明書（以下「ａ病院受診状
況等証明書」という。）、③ｅ病院ｆ科・
ｇ科・Ｂ医師作成の令和○年○月○日付
け受診状況等証明書（以下「ｅ病院受診
状況等証明書」という。）が確認できる。
　なお、請求人が作成した令和○年○月
○日付け病歴・就労状況等申立書及び
「社会的治癒についての申立書」という書
面は、初診日認定適格資料とは認められ
ない。
３	　 上記初診日認定適格資料について内
容をみると、上記①（本件診断書）によ
れば､ 障害の原因となった傷病名として
本件傷病が挙げられ、本件傷病のため初
めて医師の診療を受けた日は「平成○年
○月○日　（診療録で確認）」とされ、既
存障害として汎下垂体機能低下症、既往
症として鞍上部脳腫瘍とされ、発病から
現在までの病歴及び治療の経過、内容、
就学就労状況等、期間、その他の参考と
なる事項には、「○年（注：平成○年）○
月に脳腫瘍に対し手術、化学療法、放射
線療法を受けた。○年（注：平成○年）
○月に４年制大学を卒業し、就職した。
複数の仕事を指示されると混乱、対人関
係が維持できなくなり、いくつかの病院
の精神科を受診し、うつ状態に対して処
方を受けるも　○年（注：平成○年）○
月に退職した。・・・・、○年○月より正
規の就職をしたが、仕事のミスが重なり、
○年○月意欲低下、うつ状態のため退職
した。○年○月○日ｈ病院ｉ科にて高次
脳機能障害の診断にて、薬物療法開始さ
れ、・・・。」とされているのであり、こ
れからすると、本件傷病に関連する症状
が生じ、医療機関の診療を受けたのは、
平成○年○月に大学を卒業して以降であ
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　そして、本件記録によれば、請求人は、
本件傷病の初診日として認定できる平成
○年○月○日において厚生年金保険の被
保険者であり、その前日において保険料
納付要件を満たしていることが認められ
る。

４	　そうすると、当審査会の上記判断と趣
旨を異にする原処分は妥当でないから、
これを取り消すこととし、主文のとおり
裁決する。

初診から終診までの治療内容及びに経過
の概要には、ホルモン補充による治療に
関わる記載がされているが、○○へ就職・
転居のため、平成○年○月○日終診と
なったとされており、本件傷病に関連す
る症状や治療に関わる記載は認めること
ができない。
　さらに、上記③（ｅ病院受診状況等証
明書）によれば、傷病名は「抑うつ不安
状態」とされ、傷病の原因又は誘因は「不
明」とされ、発病から初診までの経過は、
前医からの紹介は無く、「平成○年○月下
旬より抑うつ気分出現し、特に出勤前が
著しく、・・・平成○年○月○日当院初
診」とされ、初診から終診までの治療内
容及び経過の概要として、「症状出現時の
頓服薬として抗不安薬を処方した。・・・」
とされていることが認められる。
　上記①から③までの各資料によれば、
平成○年○月○日から受けている、脳腫
瘍の治療の合併症である汎下垂体機能低
下症に対する治療が平成○年○月以降も
継続していたことは認められ、高次脳機
能障害の原因が脳腫瘍に対する治療によ
る脳の器質的障害である可能性は否定で
きないが、可能性の程度にとどまるもの
であり、それ以上に、請求人が平成○年
○月に脳腫瘍に対する手術をした時から
大学を卒業した平成○年○月までの間に
高次脳機能障害によるとされる症状が認
められていたとする資料は提出されてお
らず、本件においては、脳腫瘍に対する
治療と高次脳機能障害との間に相当因果
関係があると認めることはできない。そ
して、平成○年○月下旬に請求人に抑う
つ気分が出現し、ｅ病院において抑うつ
不安状態と診断され、その原因又は誘因
は不明とされており、資料①によれば、
本件診断書現症日における本件傷病によ
る障害状態の主因がうつ病であると判断
できることからすると、本件傷病の初診
日は、脳腫瘍の初診日である平成○年○
月○日ではなく、抑うつ気分が出現し、
前記ｅ病院を受診した平成○年○月○日
と認めるのが相当である。




